
当 初 予 算 額 構 成 比 増減率

当初 37,835,000 当初比 3,152,000 8.3

６月 42,424,411 ６月比 △ 1,437,411 △ 3.4

当初 11,234,158 当初比 2,198,165 19.6

６月 12,667,365 ６月比 764,958 6.0

当初 36,474 当初比 △ 36,474 △ 100.0

６月 36,474 ６月比 △ 36,474 △ 100.0

当初 8,284,846 当初比 620,990 7.5

６月 8,284,846 ６月比 620,990 7.5

当初 609,295 当初比 352,914 57.9

６月 934,994 ６月比 27,215 2.9

当初 941,262 当初比 126,481 13.4

６月 1,230,938 ６月比 △ 163,195 △ 13.3

当初 40,641 当初比 △ 236 △ 0.6

６月 40,641 ６月比 △ 236 △ 0.6

当初 59,447 当初比 42,485 71.5

６月 59,447 ６月比 42,485 71.5

当初 3,515 当初比 △ 3,515 △ 100.0

６月 3,515 ６月比 △ 3,515 △ 100.0

当初 21,209,638 当初比 3,300,810 15.6

６月 23,258,220 ６月比 1,252,228 5.4

当初 59,044,638 当初比 6,452,810 10.9

６月 65,682,631 ６月比 △ 185,183 △ 0.3

37.4

対　前　年　度　比　較

増　減　額

101,932 0.2

1.5

予　　　　算　　　　額

平　成　２　２　年　度

100.0

13,432,323 20.5

0 0.0

8,905,836 13.6

1,067,743 1.6

40,405

小 計

合 計 65,497,448

　
　
特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険事業

老 人 保 健

介 護 保 険 事 業

公 共 下 水 道 事 業

輝北簡易水道事業

24,510,448

Ⅰ  平成23年度鹿屋市当初予算総括表
（単位；千円・％）

平　成　２　３　年　度
区　　　　　分

立 小 野 簡 易 水 道 0 0.0

一 般 会 計 40,987,000 62.6

下 水 道 事 業 0.1

後 期 高 齢 者 医 療 962,209

1,648,593

1,392,420

370,486

1,340,951

水 道 事 業公 営 企 業 会 計

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出
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Ⅱ 平成23年度一般会計当初予算の概要 

 

 

 

 

 

１ 予算編成方針 

  鹿屋市の平成２３年度当初予算は、市民との共生・協働を基本に地域の底力を

発揮して、人やまち、そして産業が生き生きと躍動する“元気な「かのや」”を

実現していくために、 

 ◎九州新幹線の全線開業や食と健康・スポーツによる交流促進 

◎内発型産業の振興による地域経済の活性化や雇用創出 

 ◎市民が安全で安心して健やかに暮らせる環境の充実 

 などの施策にスピード感を持って取り組む積極予算として編成しました。 

 

  特に、地域に元気と活力をもたらす新たな取組みについては、“元気な「かの

や」づくり推進事業”として特別枠を設け、重点的に予算を配分したところであ

り、積極果敢に実施していきます。 

 

また、国・地方を通じた厳しい財政状況を十分に踏まえ、中長期の健全財政を

堅持していくために「第２次行財政改革大綱」や「第２次財政改革プログラム」

などに基づく人件費等の削減や「選択と集中」による事業の峻別、外部仕分けに

よる見直しなど、さらなる行財政改革を推進し、「市民目線」から徹底した無駄

の排除と節約に努めました。 
 
 

２ 予算規模 

    ４０９億８千７百万円（一般財源２７９億５千４百万円） 
   

☆名付けて・・・ 

 

  

（対前年度比 ３１億５千２百万円・８．３％増） 
 
※前年度６月補正（肉付け予算）後と比較すると 

・平成２２年度６月補正現計予算額 ４２４億２千４４１万１千円 

（１４億３千７４１万１千円・３.４％の減） 

『地域の底力』で『元気』を呼び起こす積極予算 

「市民
４

とともにゼロ
０

から、苦労
９

をいとわず、やろう
８

じゃない
７

か！」予算 



３　歳入歳出予算対前年度比較表

（１）　歳入 （単位　千円）

平成２３年度 平成２２年度 増  減  額 増  減  率

(a) ６月補正後(b) (a)－(b) (c) (c)／(b) ％

１  市税 9,272,900 8,999,920 272,980 3.0 

２  地方譲与税 490,000 500,000 △ 10,000 △ 2.0 

３  利子割交付金 16,000 23,000 △ 7,000 △ 30.4 

４  配当割交付金 4,000 1,000 3,000 300.0 

５  株式等譲渡所得割交付金 1,000 500 500 100.0 

６  地方消費税交付金 905,000 872,900 32,100 3.7 

７  ゴルフ場利用税交付金 7,000 8,000 △ 1,000 △ 12.5 

８  自動車取得税交付金 68,000 81,000 △ 13,000 △ 16.0 

９
 国有提供施設等所在市町村
 助成交付金

280,000 275,000 5,000 1.8 

１０  地方特例交付金 160,000 118,000 42,000 35.6 

１１  地方交付税 13,669,000 13,501,184 167,816 1.2 

１２  交通安全対策特別交付金 25,200 25,700 △ 500 △ 1.9 

１３  分担金及び負担金 590,454 577,968 12,486 2.2 

１４  使用料及び手数料 759,351 745,756 13,595 1.8 

１５  国庫支出金 5,892,253 6,176,507 △ 284,254 △ 4.6 

１６  県支出金 3,315,125 3,184,831 130,294 4.1 

１７  財産収入 79,697 295,671 △ 215,974 △ 73.0 

１８  寄附金 2 2 0 0.0 

１９  繰入金 870,715 1,229,339 △ 358,624 △ 29.2 

２０  繰越金 600,000 600,000 0 0.0 

２１  諸収入 737,003 713,533 23,470 3.3 

２２  市債 3,244,300 4,494,600 △ 1,250,300 △ 27.8 

40,987,000 42,424,411 △ 1,437,411 △ 3.4 

内 自　　　主　　　財　　　源 12,910,122 13,162,189 △ 252,067 △ 1.9 

訳 依　　　存　　　財　　　源 28,076,878 29,262,222 △ 1,185,344 △ 4.1 

（２）　歳出

平成２３年度 平成２２年度 増  減  額 増  減  率

(a) ６月補正後(c) (a)－(b) (c) (c)／(b) ％

１  議会費 387,024 294,404 92,620 31.5 

２  総務費 4,190,204 4,536,081 △ 345,877 △ 7.6 

３  民生費 15,559,753 14,914,718 645,035 4.3 

４  衛生費 3,067,369 2,474,928 592,441 23.9 

５  労働費 92,920 63,388 29,532 46.6 

６  農林水産業費 2,539,841 2,483,766 56,075 2.3 

７  商工費 828,975 768,583 60,392 7.9 

８  土木費 3,304,806 3,177,358 127,448 4.0 

９  消防費 1,201,901 1,207,996 △ 6,095 △ 0.5 

１０  教育費 4,363,020 6,271,258 △ 1,908,238 △ 30.4 

１１  災害復旧費 155,045 155,045 0 0.0 

１２  公債費 5,131,957 5,620,703 △ 488,746 △ 8.7 

１３  諸支出金 114,185 406,183 △ 291,998 △ 71.9 

１４  予備費 50,000 50,000 0 0.0 

40,987,000 42,424,411 △ 1,437,411 △ 3.4 

款

歳 出 合 計

款

歳 入 合 計
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その他
 25 ( 0.1%)

譲与税・交付金
 1,931 (4.7%)

地方債
 3,244 ( 7.9%)

国・県支出金
9,208 ( 22.5%)

地方交付税
 13,669 ( 33.3%)

市税
 9,273 (22.6%)

繰入金
 871 (2.1%)

その他自主財源
1,417 ( 3.5%)

使用料・手数料
759 ( 1.9%)

分担金・負担金
590 ( 1.4%)

自主財源
 12,910 ( 31.5%)

依存財源
 28,077 ( 68.5%)

平成２３年度
一般会計当初予算
409億87百万円
（100%）

平成２３年度一般会計当初予算
歳 入 予 算 の 状 況

２３年度

２２年度
（6月補正後）

自主財源　13,162 (3１.0%) 依存財源　29,262 (69.0%)

自主財源　12,910 (31.5%) 依存財源　28,077 (68.5%)

自主財源比率　0.5％増 依存財源比率　0.5％減

単位:百万円

　-　4　-



その他
799
 (2%)

商工費
 829
  (2%)

消防費
1,202
  (3%)

農林水産業費
 2,540 (6%)

衛生費,
 3,067 (7%)

土木費
 3,305 (8%)

総務費
 4,190 (10%)

教育費
 4,363 (11%)

公債費
 5,132 (13%)

民生費
 15,560 (38%)

その他
 742
(2%)

繰出金
3,525
(9%)

補助費等
 4,737 (11%)

物件費
 5,352 (13%)

普通建設事業
3,531 (9%) 公債費

 5,132 (13%)

扶助費
 10,394 (25%)

人件費
 7,574 (18%)

平成２３年度一般会計当初予算
歳出予算の目的別・性質別分類状況

【目的別分類】
平成２３年度

一般会計当初予算
409億87百万円
（100%）

【性質別分類】
平成２３年度

一般会計当初予算
409億87百万円
（100%）

単位:百万円

単位:百万円
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平成 23 年度一般会計当初予算のポイント 

 

 

１．予算総額は、     ４０９億８,７００万円  

（Ｈ２２当初  ３７８億３,５００万円、Ｈ２２.６月 ４２４億２,４４１万１千円） 

（対前年当初比  ３１億５,２００万円    ８．３％） 

（対前年６月比 △１４億３,７４１万１千円 △３．４％） 

 

  

２．財源内訳は、 

〔自主財源〕  １２９億１,０１２万２千円 （自主財源比率３１．５％） 

（Ｈ２２当初  １２４億１,７３５万円   （自主財源比率３２．８％） 

（Ｈ２２.６月  １３１億６,２１８万９千円 （自主財源比率３１．０％） 

（対前年当初比   ４億９,２７７万２千円  ４．０％（比率1.3ﾎﾟｲﾝﾄ減） 

（対前年６月比  △２億５,２０６万７千円 △１．９％（比率0.5ﾎﾟｲﾝﾄ増） 

    

〔依存財源〕    ２８０億７,６８７万８千円 （依存財源比率６８．５％） 

（Ｈ２２当初   ２５４億１,７６５万円     （依存財源比率６７．２％） 

（Ｈ２２.６月  ２９２億６,２２２万２千円 （依存財源比率６９．０％） 

（対前年当初比  ２６億５,９２２万８千円 １０．５％（比率1.3ﾎﾟｲﾝﾄ増） 

（対前年６月比 △１１億８,５３４万４千円 △４．１％（比率0.5ﾎﾟｲﾝﾄ減） 

 

３．地方債は、 

〔発行額〕    ３２億４,４３０万円 

（Ｈ２２当初   ３１億１,５９０万円、Ｈ２２.６月  ４４億９,４６０万円） 

（対前年当初比   １億２,８４０万円   ４．１％） 

（対前年６月比 △１２億５,０３０万円 △２７．８％） 

  

〔依存度〕    ７．９％ （Ｈ２２当初 ８．２％、Ｈ２２.６月 １０．６％） 

            （対前年当初比 0.3 ﾎﾟｲﾝﾄ減） 

           （対前年６月比  2.7 ﾎﾟｲﾝﾄ減） 

           

４．義務的経費は、  ２３１億 １千円 

（Ｈ２２当初   ２３１億  ９６０万６千円） 

（Ｈ２２.６月  ２３１億４,５６４万４千円） 

（対前年当初比    △  ９６０万５千円 △０．０４％） 

 （対前年６月比    △４,５６４万３千円 △０．２０％） 
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５．投資的経費は、   ３６億８,６２７万円 

（Ｈ２２当初   ２４億２,９０２万６千円） 

（Ｈ２２.６月   ５１億７,２４６万９千円） 

（対前年当初比  １２億５,７２４万４千円  ５１．８％） 

（対前年６月比 △１４億８,６１９万９千円 △２８．７％） 

 

６．基金繰入金総額は、  ８億７,０７１万３千円 

（Ｈ２２当初     １１億５,９００万円） 

（Ｈ２２.６月   １２億２,９３２万７千円） 

（対前年当初比   △２億８，８２８万７千円 △２４．９％） 

（対前年当初比   △３億５，８６１万４千円 △２９．２％） 

 

      内 訳 ・財政調整基金から    ５億６,０００万円 

・地域振興基金から    １億３,０７１万３千円 

          ・清掃施設整備基金から  １億８,０００万円 

           

７．地方債借入残高は、２１年度末現在高    ４２８億１,１２２万５千円 

                       （市民一人当たり４０８千円） 

 

２２年度末現在高見込み ４２６億６,５１７万５千円 

                        (市民一人当たり４０６千円） 

                        （平成２２年度３月補正後ベース） 

 

２３年度末現在高見込み ４１４億６,８６７万円 

                        (市民一人当たり３９５千円） 

                        （平成２３年度当初予算ベース） 

 

８．積立基金残高は、 ２１年度末残高      ８９億１,８６０万７千円 

                       （市民一人当たり ８４千円） 

 

           

２２年度末残高見込み   ９６億２,５４３万円 

                       （市民一人当たり ９２千円） 

                         （平成２２年度決算見込ベース） 

 

２３年度末残高見込み   ９６億２,４５３万５千円 

                       （市民一人当たり ９２千円） 

                     （平成２３年度当初予算時の年間見込みベース） 
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９．その他 

 

■ 一般会計総額は2010年度当初比で8.3％増（前年が骨格予算のため） 

2010年6月補正後と比較すると△3.4％ 

※下段(    )は、一般財源額 

年   度 当初予算額  (千円)  対前年比  (％) 

2011（H23） 
４０，９８７，０００ 

(２７，９５４，１６２) 

     ８．３ 

(９．４) 

2010 (H22)（骨格） 
３７，８３５，０００ 

(２５，５４８，３１３) 

  △１．０ 

(△６．１) 

2009 (H21) 
３８，２１２，０００ 

(２７，２１６，０８５) 

     ３．６ 

(１．８) 

2008 (H20) 
３６，８８４，０００ 

(２６，７４６，５１２) 

  △２．８  

(△１．８)  

2007 (H19) 
３７，９４８，０００ 

(２７，２３１，５２４) 

  △０．１ 

(７．２) 

2006 (H18) (骨格) 
３７，９８１，０００ 

(２５，４０１，２４５) 
― 

 

 

■ 市債(借金)残高の11年度末見込みは４１４億６千万円で、５年連続で減少。

１０年度末見込比１２億円減。後年度に元利償還金が100％交付税措置され

る臨時財政対策債を除くと２７２億２千万円で、同２５億円減。 

年   度 市債残高   (千円) 対前年比  (％) 

2011 (H23決算見込） 
４１，４６８，６７０ 

(２７，２２３，６８３) 

     △２．８ 

(△８．４) 

2010 (H22決算見込） 
４２，６６５，１７５ 

(２９，７３４，１７３) 

    △０．３ 

(△６．４) 

2009 (H21決算) 
４２，８１１，２２５

(３１，７６８，８９０) 

     △３．３ 

(△７．６) 

2008 (H20決算) 
４４，２６４，０６７ 

(３４，３８７，６５７) 

   △５．９ 

(△９．１) 

2007 (H19決算) 
４７，０４１，２５１ 

(３７，８１２，１２７) 

   △３．５ 

(△６．３) 

2006 (H18決算) 
４８，７４６，９６９

(４０，３６０，５５５) 

１．５ 

(△０．９) 
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■ 財政調整に活用可能な基金(財政調整基金ほか９基金)残高は、2010当初に比

べ７億２千万の増となる見込み。 

年   度  基金残高 (千円) 対前年比  (％) 

H22年度末=H23当初時点 ９，６４２，５３５        ８．１ 

H21年度末=H22当初時点 ８，９１８，６０７     △０．８ 

H20年度末=H21当初時点 ８，９８６，５５１        ７．５ 

H19年度末=H20当初時点 ８，３６１，１９８     △７．９  

H18年度末=H19当初時点 ９，０８０，１３８   △１７．６ 

H17年度末=H18当初時点 １１，０１６，３３１    △４．７ 

 

 

■ “元気な「かのや」づくり“推進事業として新たに、地域の元気と活力をも

たらす取組みや、九州新幹線全線開業効果の波及効果による交流人口増加促

進策などに取り組む。(31事業、事業費４億３千万円) 

(主な事業) 

・ 農産物処理加工施設新設事業費に対する無利子貸付   ７，３００万円 

・ 畑作ワンランクアップ推進事業           ２，５３０万５千円 

・ 「深蒸し茶の郷かのや」づくり事業           ９８８万１千円 

・ かのや畜産ブランド確立サポート事業           １００万円 

・ 内発型産業育成支援事業               １，０００万円 

・ スポーツ合宿まちづくりプロジェクト推進事業      ５４４万１千円 

 

 

■ 雇用対策は、県の雇用創出基金を活用し、起業家人材育成事業(６名)などの 

  緊急雇用対策を実施。新たに105名の雇用を創出。 

 

  

■ 経済対策は、10年度12月補正及び３月補正予算案と合わせて６億２千7百 

万円を計上し、11年度に繰り越して事業を実施。 

普通建設事業は、35億3千万円。前年６月補正後比で29.6％の減。これは 

10年度に南部給食センター、百引小学校増改築事業などの大型事業が終了 

したため。 

11年度の主な普通建設事業は新町住宅、桜ヶ丘市営住宅建替事業、輝北ダム

移転記念公園整備事業、沢尻橋架替事業、上田崎線、田崎寿線等の道路整備

事業など。 

 

 



４４４４　　　　　　　　平成平成平成平成23232323年度当初予算年度当初予算年度当初予算年度当初予算のののの主主主主なななな事務事業事務事業事務事業事務事業

((((1111))))市民市民市民市民のののの声声声声とととと力力力力をををを生生生生かすまちづくりかすまちづくりかすまちづくりかすまちづくり・・・・・・・・・・・・（ （ （ （ 主主主主なななな事業費事業費事業費事業費　　　　9999,,,,500500500500千円 千円 千円 千円 ））））

課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容
（単位　千円）

企画調整課

（3341）
「元気なかのや
」づくり会議

208 ○「元気なかのや」づくりを推進するための産業や市民生活分野等
の新たな取組などについて、市民の意見を聴取するため「元気なか
のや」づくり会議を開催する。

　（元気なかのやづくり会議の開催）
　　・議題：市長と語る車座会議で出された意見、要望等を踏まえ
　　　　　　市長が選定する。
　　・委員：10人程度

1111

行財政改革
推進課

（3550）

◎行政経営改革
推進事業

2,699 ○平成22年に策定した『第2次鹿屋市行政経営改革大綱及び鹿屋市
集中改革プラン』に基づき、平成22年～26年度を期間とした行政経
営改革を計画的かつ着実に実施する。

　・鹿屋市行政経営改革委員会の開催及び鹿屋市外部仕分けの
　　実施
　・第２次鹿屋市行政経営改革大綱及び第２次集中改革プラン
　　の推進（大綱の実施計画である各種実施計画の調整・進行
　　管理）
　・指定管理者制度の計画的な導入

2222

市民活動推
進課

（3590）

地域コミュニテ
ィ基盤整備事業

6,338 ○共生・協働で進めるまちづくりを推進するため、地域コミュニテ
ィの創出に向けた取組みを行う。

　・（仮称）「まちづくり推進協議会」の設置
　　コミュニティプラットホーム設置等に向けた市民の意見集約
　・町内会活動支援金
　　合併町内会への支援：18町内会
　　１町内会：20万円×３年間
　・町内会合併準備金
　　合併推進委員会設置町内会への支援：43町内会
　　１町内会：５万円（１回限り）

3333

吾平地域振
興課

（5122）

地域再生会議　
（吾平）

85 ○地域の活力を再生・創造し、地域主体の市政を推進するため、地
域再生会議を開催し、市民の意見を市政に反映する。

・地域再生会議
　開催予定回数　　　年４回
　委員数　　　　　　１０人

4444

輝北地域振
興課

（2201）

地域再生会議　
（輝北）

85 ○旧輝北町地域の活力を再生・創造し、地域主体の市政を推進する
ため、地域再生会議を設置し、地域活力の再生・創造や地域主体の
市政推進について、検討を行う。

・地域再生会議
　開催予定回数　　　年４回
　委員数　　　　　　１０人

5555

串良地域振
興課

（4100）

地域再生会議　
（串良）

85 ○旧串良町地域の活力を再生・創造し、地域主体の市政を推進する
ため、地域再生会議を設置し、地域活力の再生・創造や地域主体の
市政推進について、検討を行う。

・地域再生会議
　開催予定回数　　　年４回
　委員数　　　　　　１０人

6666

※「◎」は新規事業 - 10 -



((((2222))))安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな暮暮暮暮らしのあるまちづくりらしのあるまちづくりらしのあるまちづくりらしのあるまちづくり・・・・・・・・・・・・（ （ （ （ 主主主主なななな事業費事業費事業費事業費　　　　357357357357,,,,058058058058千円 千円 千円 千円 ））））

課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容
（単位　千円）

総務課

（3361）
◎管理放棄老朽
家屋等実態調査
事業

3,850 ○車座会議で要望のあった市内の管理放棄・老朽家屋対策として、
家屋の実態調査を行い、安全対策等を行うための基礎資料づくりを
行う。

・調査方法
　　管理放棄された老朽家屋がどの程度存在するか実態調査を実施
　する。

1111

総務課

（3361）
消防自動車購入
経費

41,272 ○消防団の消火活動の強化に資するため、老朽化した消防自動車の
更新を行い、もって市民の安全・安心に寄与する。

・消防自動車の更新（３台）
　神野分団消防自動車（Ｈ３年購入）
　北田分団消防自動車（Ｈ３年購入）
　大浦分団消防自動車（Ｈ４年購入）

2222

総務課

（3361）
◎防災・行政・
地域情報伝達シ
ステム整備事業

1,011 ○本市の防災情報等伝達システムについては、合併前の各市町毎に
異なるシステムで整備されていたことや、全市的に一斉に情報を伝
達するには不十分であることなどから、新しい総合的な防災情報伝
達システムの構築が必要となってきている。
　このことから、各種災害時における緊急時の情報などを迅速かつ
効率的に市民に伝達するシステムを構築し、市民ための安全・安心
なまちづくりを推進する。

3333

教育総務課

（3621）
小学校施設耐震
化促進事業

244,413 ○昭和５６年以前の建物で、耐震性のない建物の耐震性を確保し、
安全・安心な教育環境の整備を図る。

・１年目：耐震診断
・２年目：実施設計、耐震補強計画
・３年目：耐震改修工事(耐震補強工事と経年劣化した箇所の改造
　　　　　工事等を行う。)
・平成２３年度事業内容
　　耐震診断：西原小外４校(５棟)　　
　　実施設計・補強計画：鹿屋小外５校(１１棟)
　　補強・大規模改造工事：吾平小(２棟)
　　改築・改修設計等：寿小(４棟)

4444

教育総務課

（3621）
中学校施設耐震
化促進事業

58,212 ○昭和５６年以前の建物で、耐震性のない建物の耐震性を確保し、
安全・安心な教育環境の整備を図る。

・１年目：耐震診断、耐震補強工事設計
・２年目：実施設計、耐震補強計画
・３年目：耐震改修工事（耐震補強工事と経年劣化した箇所の改造
　　　　　工事等を行う。）
・平成２３年度事業内容
　　耐震診断：串良中外２校（５棟）
　　実施計画、補強計画：鹿屋中外７校（１６棟）
　　改築設計棟：鹿屋中（４棟）

5555

鹿屋女子高

（43-2584）
高等学校施設耐
震化促進事業

8,300 ○鹿屋女子高の校舎等施設の耐震性能の向上を図り、安心・安全な
教育環境の整備に努める。　

・全体計画：Ｈ20年度～Ｈ25年度（総事業費355,343,500円）
・20年度：体育館耐震診断
・21年度：体育館実施設計
・22年度：体育館耐震補強工事
・23年度：1～2号棟校舎耐震診断
・24年度：1～2号棟校舎実施設計
・25年度：1～2号棟校舎耐震補強工事

6666

※「◎」は新規事業 - 11 -



((((3333))))地域地域地域地域をををを元気元気元気元気にするにするにするにする産業産業産業産業づくりづくりづくりづくり・・・・・・・・・・・・（ （ （ （ 主主主主なななな事業費事業費事業費事業費　　　　174174174174,,,,438438438438千円 千円 千円 千円 ））））

課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容
（単位　千円）

企画調整課

（3341）
◎農産物処理加
工施設整備支援
事業（ふるさと
融資）

73,000 ○地域振興に資する民間事業を支援するため、「農産物処理加工施
設」を整備するものに対して無利子貸付を行う。

　・事業内容： 農産物処理加工施設の新設　
　・貸付先　：（仮称）株式会社夢かのや
　・貸付対象事業費：669,825千円
　・借入総額　　　：369,825千円
　・貸付予定額　　： 73,000千円（借入総額×20％）
　・工期:平成23年５月10日～平成24年２月29日（予定）

1111

農政水産課

（3210）
◎畑作ワンラン
クアップ推進事
業

25,305 ○農家の高齢化や後継者不足の解消を図るため、「紅はるか」を活
用した６次産業化を推進し、農業者はもとより地域経済の活性化に
資する。

　①ふるさと雇用再生特別基金事業　　10,398千円
　②紅はるか苗安定供給事業　　　　　 2,950千円
　③新農業人研修受入支援事業　　　　 2,040千円
　④ﾆｭｰﾌｧｰﾏｰｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ支援事業 　　　 3,000千円
　⑤農業機械免許取得助成事業　　　　　 900千円
　⑥農地集約加速化事業　　　　　　 　6,017千円

2222

農政水産課

（3210）
◎「深蒸し茶の
郷かのや」づく
り事業

9,881 ○本市の深蒸し茶は、全国でも優良産地として高い評価を得ている
が、消費者への認知度が低いことから、流通業者や食品産業など様
々な産業との連携のもと、新たな付加価値を加え、地域ビジネスや
新産業を創出する６次産業化に取り組むことで「かのや茶」の産地
化を図り、生産者の所得向上に資する。

　①信頼される商品づくり事業　　
　　・商品開発事業　・かのや優良茶セット作成事業
　②かのや茶ファンづくり事業
　　・地元ファン・イメージ向上対策　・域外イメージ向上事業
　③深蒸し茶で健康づくり事業
　　・菓子・料理コンクール

3333

畜産林務課

（3220）
◎全国和牛能力
共進会強化対策
経費

1,068 ○平成24年10月に長崎県佐世保市で開催される、全国和牛能力共進
会で優秀な成績を収めることが、銘柄確立と鹿屋市の肉用牛の更な
る振興に繋がることから出品対策の強化を図る。

　・全共肥育牛斡旋会出品に伴う賞賜金
　・肥育牛斡旋会における購買支援金
　・系統雌牛群・繁殖雌牛群予備審査出品に伴う賞賜金
　・高等登録群予備審査、高等登録検査賞賜金

4444

畜産林務課

（3220）
◎“かのや”畜
産物付加価値向
上サポート事業

1,000 農畜産物の付加価値及び畜産農家の生産意欲向上を図るため、商品
の開発並びに加工までのノウハウの構築など、畜産ブランドの確立
に向けた取組みを支援する。

　①参加者選定・企画・合意形成
　②計画作成・検討
　③新商品の施策・協議検討
　④新商品の試作・開発
　⑤販路の開拓・ＰＲ活動

5555

畜産林務課

（3220）
◎鳥獣被害総合
対策事業

6,817 ○農業経営の安定を図るため、鳥獣被害防止施設を整備する。また
ｲﾉｼｼ、ｻﾙ、ｶﾗｽ、ﾀﾇｷなどの鳥獣による農作物の被害を防止するため
有害鳥獣の捕獲を行う。さらに、捕獲を実施する猟友会への支援を
強化するなど、鳥獣被害に対して総合的な対策を実施する。

　①補助金（60千円×９猟友会　２千円×206会員）
　　鹿屋地区（４猟友会）　吾平地区（１猟友会）
　　輝北地区（２猟友会）　串良地区（２猟友会）
　②鹿屋市鳥獣害防止対策協議会への負担金　1,551千円
　　推進事業費及び電気柵設置事業
　③奨励金（買上金）：イノシシ4,400円／頭　カラス1,000円／羽
　　　　　　　　　　　タヌキ　3,700円／頭　サル15,000円／頭

6666

吾平産業振
興課

（5431）

◎野菜生産振興
対策事業

1,800 ○「肝属中部畑かん」における「新ごぼう」の産地化を図るため、
肝付吾平町農業協同組合の農業機械導入に対して助成を行う。

　①農業機械導入補助
　　・農業機械：トラクター、播種機、収穫機
　　・総事業費：3,000千円（市１/２以内）
　②実証展示ほ
　　・栽培作物：甘藷（紅はるか）、新ごぼう

7777

※「◎」は新規事業 - 12 -



課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容
（単位　千円）

商工振興課

（3291）
◎緊急雇用創出
事業（起業家人
材育成事業）

28,350 ○緊急雇用創出事業を活用して、失業者が地元で起業したり、各企
業で事業を牽引したりするための人材育成を行う。

　①新規雇用：６名×12月
　②雇用期間：平成23年４月～平成24年３月
　③委託先　：ＮＰＯ法人等

8888

商工振興課

（3291）
◎地域雇用創出
促進事業

8,180 ○地域雇用の安定を図るため、就業意識の醸成や就業促進に向けた
取組みを実施する。

　①就職準備セミナー業務委託
　　・就職希望の高校生を対象に就業準備セミナーを実施し、就業
　　　意欲の醸成を図る。
　②若年者等雇用奨励金
　　・若年者等の安定雇用を図るため、国のトライアル雇用事業に
　　　より雇用した者を引き続き９ヶ月以上雇用した事業主に対し
　　　鹿屋市若年者等雇用奨励金を交付する。
　　　30千円/月×９月（国と通算して12ヶ月）

9999

企業支援課

（3070）
◎内発型産業育
成支援事業

10,000 ○内発型産業の構築の一環として、鹿屋市内発型産業育成補助金を
新たに制定し、地場企業等の食品加工施設などの立地を促進する。

　①用地補助
　　・取得価格等の20％以内（限度額　2,000千円）
　②建物・設備補助
　　・建物・設備投資額の30％以内（限度額　3,000千円）

10101010

企業支援課

（3070）
◎ＩＴ技術者養
成事業

9,037 ○本市に立地するＩＴ関連企業の人材育成を図るため、ビジネスパ
ーソンとして必要な基礎知識から、ＩＴ技術者として必要な知識・
技能までを段階的に習得できるＩＴ技術者養成研修を実施する。

　①ＩＴ技術者養成研修の実施
　　・ＩＴ技術者養成コース
　　・システム開発基礎コース
　　・Ｗｅｂプログラマ養成コース

11111111

※「◎」は新規事業 - 13 -



((((4444))))地域地域地域地域でででで支支支支えあうえあうえあうえあう健健健健やかでやかでやかでやかで心心心心のかようまちづくりのかようまちづくりのかようまちづくりのかようまちづくり・・・・・・・・・・・・（ （ （ （ 主主主主なななな事業費事業費事業費事業費　　　　985985985985,,,,564564564564千円 千円 千円 千円 ））））

課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容
（単位　千円）

福祉政策課

（3131）
◎地域福祉計画
策定事業

1,702 ○社会福祉法に基づき、鹿屋市高齢者保健福祉計画など福祉の分野
別計画と連携した、これらの計画における地域福祉の推進の方向性
を示す部門別計画として「鹿屋市地域福祉計画」を策定する。

・事業年度：平成23年度～24年度
・内　　容：地域福祉計画の策定
・負担割合：市単独　（根拠法令）社会福祉法

　

1111

福祉政策課

（3131）
地域生活支援事
業

95,479 ○障害者等に創作的活動または生産活動の機会を提供し、社会との
交流促進を図る。

・相談支援事業：障害者に関する相談及び必要な支援を行う。
・地域活動支援センター：地域活動支援センターに対する機能支援
・日常生活用具給付事業：日常生活用具の給付
・移動支援事業：移動困難な障害者に対する移動支援
・コミュニケーション支援事業：意思疎通困難者に対する派遣
・日中一時支援事業：日中における一時的な預かり
・成年後見制度利用支援事業：障害者の権利擁護
・住宅入居等支援：障害者の入居調整等への支援
・福祉ホーム事業：住居を求めている障害者の地域生活支援

2222

子育て支援
課

（3120）

次世代育成支援
対策交付金事業

42,357 ○次世代育成支援対策行動計画に定めている子育て短期支援事業や
一時預かり等の事業の実施を支援することにより、次世代育成支援
対策の推進を図る。　

・開始年度：平成17年度～
・内　　容：子育て短期支援事業、一時預かり事業　　　　　　　
　　　　　　ファミリー・サポート・センター事業
　　　　　　地域子育て支援拠点事業
　　　　　　保育所地域活動事業

　　　

3333

子育て支援
課

（3120）

◎次世代育成支
援対策施設整備
交付金事業

87,840 ○待機児童解消のための保育所の開設や老朽改築による保育環境整
備など、保育所の施設整備に要する費用の一部を補助することによ
り、子どもを安心して育てることができる体制整備を行う。
　　
・開始年度：平成２３年度～
・内　　容：上小原保育園（旧市立保育所）の改築に要する費用
　　　　　　の一部助成

4444

子育て支援
課

（3120）

子ども医療費助
成事業

251,549 ○子どもの疾病を早期に発見し治療を促進することにより、子ども
の健康増進と健やかな育成に寄与するため、医療費の助成を行い子
どもの福祉の増進を図る。

（支給対象者）
　０歳から小学校卒業前の子ども　
　・小学校就学前の子ども・・・全額助成
　・小学校在学中の子ども・・・入院分のみ全額助成
　　※支給月の６ヶ月前の診療分まで受付

5555

子育て支援
課

（3120）

保育対策等促進
事業

160,647 ○仕事等の社会的活動と子育て等の家庭生活との両立を容易にする
とともに子育ての負担感を緩和し、安心して子育てができる環境整
備を総合的に推進するため、休日保育、病児・病後児保育等を実施
し、児童福祉の向上を図る。

・開始年度：平成２年度～
・内　　容：①休日保育事業
　　　　　　②病児・病後児保育事業
　　　　　　③保育所分園推進事業　　　　　　　　　
　　　　　　④延長保育促進事業
・負担割合：県　２／３　（国　１／３）　市　１／３

　　　

6666

※「◎」は新規事業 - 14 -



課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容
（単位　千円）

高齢福祉課

（3180）
高齢者保健福祉
計画推進事業

5,556 ○本市における高齢社会政策の総合的な推進に資するため、老人福
祉法に基づく高齢者保健福祉計画の策定を行う。

・平成22年度　実態調査集計・分析　
・平成23年度　計画策定書策定
　※業務委託料については平成22年度から平成23年度までの債務
　　負担行為を設定

7777

高齢福祉課

（3180）
あんしん地域ネ
ットワーク推進
事業

16,007 ○高齢者等の安全・安心な暮らしを確保するため、地域の住民・団
体等による人的ネットワークである「あんしん地域ネットワーク」
を運営する。

・事業開始年度：平成12年度～
・事業内容
　□ あんしん地域ネットワークセンターの設置
　　 市内７ヶ所
　□ 地区あんしん地域ネットワーク推進協議会の設置
　　 市内８中学校区

8888

高齢福祉課

（3180）
高齢者等訪問給
食サービス事業

56,374 ○食事を作ることが困難な独居高齢者又は高齢者世帯の方に対し、
食生活の改善・安否確認等を行うため、配食型の給食サービスを給
食センターを拠点として実施する。

・対象者
　□ 本市に住所を有する概ね65歳以上の単身世帯及び高齢者のみ
　　 の世帯
　□ 本市に住所を有する概ね65歳以上の者で昼間独居世帯　　　
　□ 障害者であって疾病等により食事の準備等が困難な世帯
・委託先：社会福祉法人　恵仁会
・内　容：配食は週6日（月～土）１人1日2食（昼・夕）の配食　
　　　　　平成23年配食予定数　124,000食（400食×310日）

9999

健康増進課

（3063）
◎夜間急病セン
ター事業

102,442 ○定住自立圏事業に参加する３市５町で夜間急病センターを運営し
夜間における急病患者の診療及び適正受診に向けた普及啓発等を行
う。

・指定管理委託
　委託先：鹿屋市医師会

10101010

健康増進課

（3063）
◎地域健康づく
り支援事業

11,392 ○市民に運動・栄養・休養といった健康づくりにかかわるプログラ
ムを総合的に提供することで健康づくりへの意識を高める。　
（県ふるさと雇用再生特別基金事業を活用）

11111111

健康増進課

（3063）
◎任意３ワクチ
ン接種事業

154,219 ○子宮頸がん予防ワクチン、ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチ
ン、小児用肺炎球菌ワクチンの接種費用を助成する。

・負担割合：県１／２　市１／２
　　　　　　※受益者負担なし

12121212

※「◎」は新規事業 - 15 -



((((5555))))快適快適快適快適なななな生活生活生活生活をををを支支支支えるまちづくりえるまちづくりえるまちづくりえるまちづくり・・・・・・・・・・・・（ （ （ （ 主主主主なななな事業費事業費事業費事業費　　　　812812812812,,,,528528528528千円 千円 千円 千円 ））））

課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容
（単位　千円）

都市政策課

（3430）
◎都市公園等施
設整備事業

66,952 ○輝北ダム移転記念公園及び吾平中央公園の整備を実施する。

（事業内容）
【吾平中央公園整備工事】（新規）
　・事業期間　　平成23年度～24年度
　　　　　　　　面積　2,730㎡

【輝北ダム移転記念公園整備工事】
　・事業期間　　平成22年度～23年度
　・上平房地区　面積　6,370㎡
　・仮屋地区　　面積　5,850㎡

1111

道路建設課

（3410）
◎幹線道路等整
備事業

93,767 ○社会資本整備総合交付金を活用し、幹線道路の改良、拡幅等を行
い交通の円滑化と事故防止に努めるとともに、市民生活の安全を図
る。
（事業内容）
【沢尻橋架替事業】（新規）
  ・事業期間　平成23年度～25年度（L=44m）
　・事業内容　旧橋撤去・仮設橋

【田崎寿線（４期）整備事業】（継続）
　・事業期間　平成18年度～24年度（L=110m）
　・事業内容　補償・工事　

2222

道路建設課

（3410）
足元道路整備事
業

63,986 ○地域内の生活道路で緊急車両等が通れない路線を優先的に整備す
ることにより、地域住民の生活環境の改善を図る。

（事業内容）
　・工事：高牧線外４線
　・測量：横山中線外３線

3333

道路建設課

（3410）
防衛施設民生安
定事業（上田崎
線）

50,949 ○防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金を活用し、生活環境基
盤の整備促進を図り、地域の民生に資する。

（事業内容）
・路線名　　上田崎線
・事業計画　平成17年度～23年度（L=1,250m　W=9.5m）

4444

建築住宅課

（3420）
新町住宅建替事
業

266,361 ○国の東九州自動車道建設に伴い、既存市営住宅（新町住宅）の移
転と、同地区内にある細山田中西住宅の老朽化による建替が必要な
ことから、新町住宅への合築住宅として建替えを行う。
（既存建物概要）
　・新町住宅　　　　昭和54～55年度建設、簡易平家建20戸
　・細山田中西住宅　昭和38年度建設、簡易平屋建4戸
（全体事業計画）
　・平成20年度　建設候補地用地交渉
　・平成21年度　基本設計、実施設計、地質調査
　・平成22年度～平成23年度
　　建築工事等（鉄筋コンクリート2階建、2棟20戸）

5555

下水道課

（3900）
小型合併処理浄
化槽設置整備事
業

270,513 ○生活排水（し尿及び雑排水）による水質汚濁を防止するため、下
水道との整合性を図りながら、小型合併浄化槽等の計画的な整備を
図る。　

（合併浄化槽に対する助成）
・５人槽：200,528千円（補助単価　332千円、補助基数　604基）
・７人槽： 33,120千円（補助単価　414千円、補助基数　 80基）
・10人槽：  6,028千円（補助単価　548千円、補助基数　 11基）
・単独浄化槽からの設置換上乗助成
　30,000千円（補助単価　100千円、補助基数　300基）　

6666

※「◎」は新規事業 - 16 -



((((6666))))自然自然自然自然とととと環境環境環境環境をををを大切大切大切大切にするふるさとづくりにするふるさとづくりにするふるさとづくりにするふるさとづくり・・・・・・・・・・・・（ （ （ （ 主主主主なななな事業費事業費事業費事業費　　　　26262626,,,,813813813813千円 千円 千円 千円 ））））

課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容
（単位　千円）

財政課

（3350）
◎低公害車導入
事業

1,765 ○環境への負荷の少ない自動車をリース導入し、管理の軽減及び二
酸化炭素の排出削減に努める。

　（低公害車のリース導入）
　　・リース期間：５年間
　　・車種：普通車ハイブリッド（２台）
　　　　　：軽自動車（２台）　

1111

生活環境課

（3170）
◎環境対策推進
事業

2,752 ○鹿屋市の豊かな自然を次代に引き継いでいくため、環境意識を啓
発するとともに、各種団体等の河川清掃の実施やＥＭ団子による水
質浄化対策等により、地域の自然環境を保全する。

　・環境出前講座の実施
　・環境監視員の配置（15人）
　・ウミガメ保護監視員（１人）による監視
　・ＥＭ団子による水質浄化対策
　・廃食油回収石鹸製造
　・（新規）二枚貝による水質浄化調査
　・（新規）悪臭測定調査

2222

生活環境課

（3170）
◎地球温暖化対
策推進事業

19,541 ○環境基本計画（温暖化対策地域計画を含む）に定める地球温暖化
対策を市民・事業者・行政の協働・役割分担により、地域として推
進するとともに、市も事業所として率先して推進する。

　・鹿屋市地球温暖化対策地域実行計画の推進
　・住宅用地球温暖化対策設備設置費補助
　　太陽光発電システム：１kw３万円…上限10万円（150件）
　　太陽熱温水器・高効率給湯器(ｴｺｷｭｰﾄ等)：２万円（100件）
　・電動アシスト自転車購入補助：１万５千円（50台）
　・（新規）公用電気自動車のリース導入（１台）

3333

農政水産課

（3210）
環境・生態系保
全活動支援事業

2,755 ○漁業者等が実施する水産資源の保護・培養に重要な役割や水質浄
化機能を持つ藻場の造成及び干潟の保全活動に対する支援を行う。

　①環境生態系保全活動支援事業
　　・鹿児島県環境・生態系保全活動協議会負担金
　②カサゴ稚魚放流事業
　　・カサゴ10,000尾放流
　③県単漁場施設整備事業
　　・コンクリート漁礁設置

4444

※「◎」は新規事業 - 17 -



((((7777))))未来未来未来未来のののの郷土郷土郷土郷土をををを担担担担うひとづくりうひとづくりうひとづくりうひとづくり・・・・・・・・・・・・（ （ （ （ 主主主主なななな事業費事業費事業費事業費　　　　257257257257,,,,030030030030千円 千円 千円 千円 ））））

課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容
（単位　千円）

教育総務課

（3621）
教育改革推進事
業費

4,214 ○学校規模適正化を推進するため、学校規模適正化検討委員会・統
合推進委員会の開催や吾平神野地区のスクールタクシーの運行等を
行う。
　
・学校規模適正化検討委員会出席謝礼
　PTA、町内会、経済団体、高齢者クラブ等代表等20人以内
・学校統合推進委員会出会謝礼
・小中一貫教育の推進
・吾平神野地区スクールタクシー運行業務

1111

教育総務課

（3621）
田崎小学校校舎
増改築防音併行
事業

171,023 ○学校施設の老朽化対策及び耐震化事業の一環として、西側教室棟
増改築工事や管理室等耐震補強及び大規模改造工事を行う。

①総事業費：６億４千万円（H20～H24）
②H20年度：耐震診断
③H21年度：西側教室棟増改築防音併行工事の実施設計、地質調査
　　　　 　管理教室棟大規模改造防音復旧工事の実施設計、耐震
　　　　　 補強計画
④H22年度～23年度：西側教室棟増改築防音併行工事(H22～23)
　　　　　　　　　 管理教室棟大規模改造復旧工事(H23～24)

2222

学校教育課

（3630）
「心の架け橋プ
ロジェクト」事
業

7,221 ○不登校やいじめ等の問題行動の対応に当たり、学校の教育相談体
制の充実を図るとともに、不登校など何らかの理由で学校に行けな
い児童生徒に対して、保護者や学校、関係機関等と連携して学校復
帰に向けた支援や指導の充実を図る。

・架け橋１：県委託事業の「スクールカウンセラー配置事業」
　　　　　　鹿屋、第一鹿屋、田崎、鹿屋東、吾平、細山田中
　　　　　　（平成22年度実績）
・架け橋２：「適応指導教室」の実施やマイフレンド相談員を有効
　　　　　　に派遣・活用する。
　　　　　　指導員２名、相談員９名

3333

学校教育課

（3630）
◎小学校スクー
ルバス業務委託
事業

19,306 ○学校統合により遠距離通学となる児童の通学手段としてスクール
バスを運行する。
※平成22年度までは鶴羽小学校のみの１路線であったが、平成23年
　度から輝北小学校３路線及び高隈小１路線の運行を開始する。
・鶴羽小学校
　　高牧町、有武町、小薄町からのスクールバスの運行業務委託
　　平成23年度対象人数５人
・輝北小学校（３路線）平成23年度からスクールバスの運行開始
　(新規)原別府・平房線：14人
　(新規)諏訪原・楢久保線：42人
　(新規)市成・名主段線：37人
・(新規)高隈小学校(旧柏木小校区)：１人

4444

学校教育課

（3630）
◎中学校スクー
ルバス業務委託
事業

11,825 ○輝北地区の学校統合により遠距離通学となる生徒の通学手段とし
てスクールバスを運行する。

・輝北中学校（２路線）
　平成23年度からスクールバスの運行開始
　原別府・谷田線　　　15人
　和泉ヶ野・楢久保線　34人

5555

学校教育課

（3630）
特別支援教育推
進事業

32,157 ○特別支援教育についての各種事業・研修会、特別支援教育支援員
の配置、及びＬＤ等通級指導教室の充実等を図ることにより、教師
の指導力の向上と特別な支援を必要とする児童・生徒への支援の充
実、発達課題の改善に寄与する。

①特別支援教育支援員配置（４月から）
　１５人→１７人
②ＬＤ等通級指導教室（鹿屋小、西原台小）教材備品購入
　ＬＤ等用トランポリン、ことばのいずみＷプログラムなど
③特別支援教育研究会補助
・研修会、なかよし運動会、研修視察、なかよし遠足

6666

市民スポー
ツ課

（3640）

スポーツ指導ボ
ランティア支援
事業

2,160 ○未来のトップアスリート育成のため、小・中学校やスポーツ団体
等にスポーツ指導ボランティアを派遣し、実技指導や体力向上のた
めの事業を実施することで、スポーツ活動の充実や活性化を図る。

・スポーツ指導ボランティアの登録申請、受付
・スポーツ指導ボランティアの事前研修及び指導マニュアルの作成
・派遣要請者との連絡調整
・スポーツ指導ボランティアに関する情報収集及び資料整理

7777
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課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容
（単位　千円）

社会教育課

（3650）
◎かのや学校応
援団事業

1,298 ○学校・家庭・地域が共生・協働で子どもたちの豊かな「育ちと」
確かな「学び」を目指すとともに、その中核となる学校の教育活動
を支援する連携体制づくりを推進する。

・教育のさらなる充実：教員や大人が子どもと向き合う時間を拡充
・生涯学習社会の実現：自らの学習成果を子育てに生かす場を拡充
・地域の教育力の向上：学校を核とした地域の活性化
※平成23年度に鹿屋小、吾平小、輝北小、串良小校区をモデル校区
　に指定し推進する。

8888

社会教育課

（3650）
◎日韓青少年友
好親善交流事業

749 ○国際性豊かな人づくりを推進するため、これまでの旧串良町と全
羅北道全州教育廳との交流で構築されたネットワークを活用して、
鹿屋市として新たな友好親善盟約の締結やこれからの交流のあり方
について協議・整理を行い、両市の発展に活かしていくための方策
を作成する。
　
　・全州市教育廳訪問と協議・調整
　・全州北一初等学校訪問
　・関係機関団体表敬訪問
　・交流事業時研修候補地事前踏査

9999

社会教育課

（3650）
◎図書館開館３
０周年記念事業

250 ○平成23年5月に開館30周年を迎えるに当たり、図書館が果たして
きた業績を検証するとともに、より一層市民に親しまれる図書館を
目指し、「鹿屋市立図書館とわたし」というテーマで原稿を募集す
るなど記念誌を発行する。

・図書館フォーラム（図書館流通センター負担）
・図書館開館30周年記念誌発行（鹿屋市負担、500冊）
・ブックリサイクル（市民に呼びかけ３日間程度実施）

10101010

文化課

（3603）
◎国営肝属中部
農業水利発掘調
査事業

4,409 ○国営肝属中部農業水利事業に伴い、平成22年度の試掘調査によっ
て古墳時代の遺構が出土した、白坂原遺跡（吾平町上名）埋蔵文化
財の発掘調査を実施する。

・本調査：白坂原遺跡（吾平町上名）Ｌ＝100ｍ　Ｗ＝2ｍ
・事業負担割合：国県83.33％　市　16.67％

11111111

輝北教育支
所教育課

（486-0505）

◎輝北コミュニ
ティセンター図
書室移転経費

2,418 ○輝北地区の住民の利便性向上を図るため、輝北コミュニティセン
ター内の輝北教育課及び図書室を輝北総合支所に移転する。

・館長６月分賃金（10月～３月）社会教育指導員兼務

12121212
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課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容
（単位　千円）

情報行政課

（3530）
◎情報プラザシ
ステム機器更新
事業

1,380 ○法定耐用年数を経過している市民交流センター情報プラザのシス
テム機器等について、情報プラザの設置目的である市民のＩＴリテ
ラシーの向上に資するため、住民の利用頻度の高い機材等を適切な
タイミングで優先的に更新する。

（H23年度整備更新内容）
　・ＯＡ機器類整備
　　パソコン学習室のＰＣの買換及びソフト更新

　・映像ホール関係
　　映像ホール活用関連機器更新（プラネタリウム作成セット、
　　ビデオカメラ、編集用パソコン、モニター、コンバータ等）

1111

観光振興課

（3240）
◎新幹線効果活
用対策事業

11,271 ○新幹線全線開業の効果を大隅半島に持続的に波及させ、地域の活
性化を図るため、福岡での観光ＰＲ等を実施する。

　①観光ＰＲ事業
　　・かのやよかとこフェアーin福岡
　　・博多駅、鹿児島中央駅看板広告設置
　②よかとこ体験事業（体験ツアー）
　③ＲＫＫ春のラジオ祭り
　④全国都市緑化フェアーＰＲ事業
　⑤（新規）観光案内板設置
　⑥（新規）春の味覚 鹿屋市 曽於市 ２市合同フェア

2222

観光振興課

（3240）
◎新幹線全線開
業対策事業

2,392 ○九州新幹線の全線開業を機に、リナシティ内の鹿児島中央駅直行
バス待合所を「観光案内所」とし、観光客等の受入体制を整備する
ことにより「大隅全域の誘客」を促進する。

　①雇用予定：２名（うち新規雇用２名）
　②事業内容：鹿屋市内及び大隅地域の観光情報の案内、大隅域内
　　　　　　　のグリーンツーリズム情報、自然体験型ツアー情報
　　　　　　　観光スポットの案内、交通アクセス情報など
　③委託先　：鹿屋市観光協会

3333

観光振興課

（3240）
◎スポーツ合宿
まちづくりプロ
ジェクト推進事
業

5,441 ○スポーツ交流による地域活性化を図るため、「スポーツ交流によ
る地域活性化計画」を策定する。

　①スポーツ交流による地域活性化計画作成業務委託
　②先進地におけるスポーツ施設受入れ体制の研修

4444

市民スポー
ツ課

（3640）

◎元気なかのや
グラウンドゴル
フ大会

1,120 ○九州新幹線全線開業効果を鹿屋まで波及させるため、宿泊を伴う
「かのやグラウンド・ゴルフ大会」を秋のばらシーズンに併せて開
催し、大会とばらの魅力で域外からの誘客を図る。

　・市内に宿泊するチームのみが参加対象（県内及び九州一円）
　・市長賞（賞品等）を提供
　・賞品は参加賞を含め地元特産品
　・食事は、ホテル、旅館組合と連携し地元産品を使用した統一メ
　　ニュー
　・「かのやばら園」入場無料券の贈呈や物産展、参加者交流会の
　　実施

5555
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課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容

総務部
（単位　千円）

総務課

（3361）

管理放棄老朽家
屋等実態調査事
業

3,850 ○車座会議で要望のあった市内の管理放棄・老朽家屋対策として、
家屋の実態調査を行い、安全対策等を行うための基礎資料づくりを
行う。

・調査方法
　　管理放棄された老朽家屋がどの程度存在するか実態調査を実施
　する。

（再掲）

1111

総務課

（3361）

防災・行政・地
域情報伝達シス
テム整備事業

1,011 ○本市の防災情報等伝達システムについては、合併前の各市町毎に
異なるシステムで整備されていたことや、全市的に一斉に情報を伝
達するには不十分であることなどから、新しい総合的な防災情報伝
達システムの構築が必要となってきている。
　このことから、各種災害時における緊急時の情報などを迅速かつ
効率的に市民に伝達するシステムを構築し、市民ための安全・安心
なまちづくりを推進する。

（再掲）

2222

情報行政課

（3530）

情報プラザシス
テム機器更新事
業

1,380 ○法定耐用年数を経過している市民交流センター情報プラザのシス
テム機器等について、情報プラザの設置目的である市民のＩＴリテ
ラシーの向上に資するため、住民の利用頻度の高い機材等を適切な
タイミングで優先的に更新する。

（H23年度整備更新内容）
　・ＯＡ機器類整備
　　パソコン学習室のＰＣの買換及びソフト更新

　・映像ホール関係
　　映像ホール活用関連機器更新（プラネタリウム作成セット、
　　ビデオカメラ、編集用パソコン、モニター、コンバータ等）

（再掲）

3333

課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容

企画財政部
（単位　千円）

企画調整課

（3341）

市勢要覧作成事
業

2,000 ○市内外に市の自然、歴史、産業など市の情勢をわかりやすく紹介
するために、市勢要覧を作成する。

　・市勢要覧の作成　1,000冊
　　（配布先）
　　　行政視察・各種会議開催、市民・企業等

4444

企画調整課

（3341）

大隅総合開発期
成会広域事業

2,265 ○大隅地域の一体的な発展に資する最重点課題の解決に向けた施策
・事業等に特化した効率的・効果的な取組みを実施する。
　
　・上海フェリー「蘇州号」助成ツアーの実施（335千円）
　・さんふらわあ利用促進ツアーの実施（428千円）
　・さんふらわあ利用促進特別対策事業負担金（502千円）
　・（新規）鹿屋体育大学30周年記念式典負担金（1,000千円）

5555

企画調整課

（3341）

地域づくり推進
事業

2,140 ○市内の地域づくりに取り組んでいる民間団体の活動の支援・促進
を図り、住民が主体となった地域づくりに努める。

　・地域づくり交流事業実行員会負担金（140千円）
　・（新規）日本体育学会が主催する大会への補助（2,000千円）
　　名称：日本体育学会第62回大会
　　日時：平成23年9月25日～9月27日の３日間
　　会場：鹿屋体育大学
　　内容：一般研究発表、シンポジウムほか

6666

企画調整課

（3341）

農産物処理加工
施設整備支援事
業（ふるさと融
資）

73,000 ○地域振興に資する民間事業を支援するため、「農産物処理加工施
設」を整備するものに対して無利子貸付を行う。

　・事業内容： 農産物処理加工施設の新設　
　・貸付先　：（仮称）株式会社夢かのや
　・貸付対象事業費：669,825千円
　・借入総額　　　：369,825千円
　・貸付予定額　　： 73,000千円（借入総額×20％）
　・工期:平成23年５月10日～平成24年２月29日（予定）

（再掲）

7777
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課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容

企画財政部
（単位　千円）

行財政改革
推進課

（3550）

行政経営改革推
進事業

2,699 ○平成22年に策定した『第2次鹿屋市行政経営改革大綱及び鹿屋市
集中改革プラン』に基づき、平成22年～26年度を期間とした行政経
営改革を計画的かつ着実に実施する。

　・鹿屋市行政経営改革委員会の開催及び鹿屋市外部仕分けの
　　実施
　・第２次鹿屋市行政経営改革大綱及び第２次集中改革プラン
　　の推進（大綱の実施計画である各種実施計画の調整・進行
　　管理）
　・指定管理者制度の計画的な導入

（再掲）

8888

財政課

（3350）

低公害車導入事
業

1,765 ○環境への負荷の少ない自動車をリース導入し、管理の軽減及び二
酸化炭素の排出削減に努める。

　（低公害車のリース導入）
　　・リース期間：５年間
　　・車種：普通車ハイブリッド（２台）
　　　　　：軽自動車（２台）　

（再掲）

9999

課名課名課名課名・・・・電話電話電話電話事事事事　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　名名名名 予算額予算額予算額予算額 事事事事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業業業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容

市民環境部
（単位　千円）

生活環境課

（3170）

環境対策推進事
業

2,752 ○鹿屋市の豊かな自然を次代に引き継いでいくため、環境意識を啓
発するとともに、各種団体等の河川清掃の実施やＥＭ団子による水
質浄化対策等により、地域の自然環境を保全する。

　・環境出前講座の実施
　・環境監視員の配置（15人）
　・ウミガメ保護監視員（１人）による監視
　・ＥＭ団子による水質浄化対策
　・廃食油回収石鹸製造
　・（新規）二枚貝による水質浄化調査
　・（新規）悪臭測定調査

（再掲）

10101010

生活環境課

（3170）

市営墓地管理シ
ステム構築事業

960 ○市営墓地の台帳情報をシステム化することにより、適正な墓地管
理を行う。

　・市営墓地の状況（平成22年12月）　
　  緑山・八之尾・高須・寿・新川寿墓地
　　3,198区画（うち2,908区画を貸付）

11111111

生活環境課

（3170）

地球温暖化対策
推進事業

19,541 ○環境基本計画（温暖化対策地域計画を含む）に定める地球温暖化
対策を市民・事業者・行政の協働・役割分担により、地域として推
進するとともに、市も事業所として率先して推進する。

　・鹿屋市地球温暖化対策地域実行計画の推進
　・住宅用地球温暖化対策設備設置費補助
　　太陽光発電システム：１kw３万円…上限10万円（150件）
　　太陽熱温水器・高効率給湯器(ｴｺｷｭｰﾄ等)：２万円（100件）
　・電動アシスト自転車購入補助：１万５千円（50台）
　・（新規）公用電気自動車のリース導入（１台）

（再掲）

12121212
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保健福祉部
（単位　千円）

福祉政策課

（3131）

地域福祉計画策
定事業

1,702 ○社会福祉法に基づき、鹿屋市高齢者保健福祉計画など福祉の分野
別計画と連携した、これらの計画における地域福祉の推進の方向性
を示す部門別計画として「鹿屋市地域福祉計画」を策定する。

・事業年度：平成23年度～24年度
・内　　容：地域福祉計画の策定
・負担割合：市単独　（根拠法令）社会福祉法

　

（再掲）

13131313
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保健福祉部
（単位　千円）

子育て支援
課

（3120）

次世代育成支援
対策施設整備交
付金事業

87,840 ○待機児童解消のための保育所の開設や老朽改築による保育環境整
備など、保育所の施設整備に要する費用の一部を補助することによ
り、子どもを安心して育てることができる体制整備を行う。
　　
・開始年度：平成２３年度～
・内　　容：上小原保育園（旧市立保育所）の改築に要する費用
　　　　　　の一部助成

（再掲）

14141414

健康増進課

（3063）

夜間急病センタ
ー事業

102,442 ○定住自立圏事業に参加する３市５町で夜間急病センターを運営し
夜間における急病患者の診療及び適正受診に向けた普及啓発等を行
う。

・指定管理委託
　委託先：鹿屋市医師会

（再掲）

15151515

健康増進課

（3063）

地域健康づくり
支援事業

11,392 ○市民に運動・栄養・休養といった健康づくりにかかわるプログラ
ムを総合的に提供することで健康づくりへの意識を高める。　
（県ふるさと雇用再生特別基金事業を活用）

（再掲）

16161616

健康増進課

（3063）

任意３ワクチン
接種事業

154,219 ○子宮頸がん予防ワクチン、ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチ
ン、小児用肺炎球菌ワクチンの接種費用を助成する。

・負担割合：県１／２　市１／２
　　　　　　※受益者負担なし

（再掲）

17171717
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農政部
（単位　千円）

農政水産課

（3210）

水田農業生産条
件整備事業

2,106 ○生産組合等が作業受託を行うことで、生産性の高い水田営農の実
現に資する。

　①事業主体
　　肝付吾平町農業協同組合
　②導入予定機械
　　水稲播種機
　③総事業費
　　4,422,600円（県１/３以内　市１/６以内）

18181818

農政水産課

（3210）

畑作ワンランク
アップ推進事業

25,305 ○農家の高齢化や後継者不足の解消を図るため、「紅はるか」を活
用した６次産業化を推進し、農業者はもとより地域経済の活性化に
資する。

　①ふるさと雇用再生特別基金事業　　10,398千円
　②紅はるか苗安定供給事業　　　　　 2,950千円
　③新農業人研修受入支援事業　　　　 2,040千円
　④ﾆｭｰﾌｧｰﾏｰｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ支援事業 　　　 3,000千円
　⑤農業機械免許取得助成事業　　　　　 900千円
　⑥農地集約加速化事業　　　　　　 　6,017千円

（再掲）

19191919

農政水産課

（3210）

「深蒸し茶の郷
かのや」づくり
事業

9,881 ○本市の深蒸し茶は、全国でも優良産地として高い評価を得ている
が、消費者への認知度が低いことから、流通業者や食品産業など様
々な産業との連携のもと、新たな付加価値を加え、地域ビジネスや
新産業を創出する６次産業化に取り組むことで「かのや茶」の産地
化を図り、生産者の所得向上に資する。

　①信頼される商品づくり事業　　
　　・商品開発事業　・かのや優良茶セット作成事業
　②かのや茶ファンづくり事業
　　・地元ファン・イメージ向上対策　・域外イメージ向上事業
　③深蒸し茶で健康づくり事業
　　・菓子・料理コンクール

（再掲）

20202020

畜産林務課

（3220）

全国和牛能力共
進会強化対策経
費

1,068 ○平成24年10月に長崎県佐世保市で開催される、全国和牛能力共進
会で優秀な成績を収めることが、銘柄確立と鹿屋市の肉用牛の更な
る振興に繋がることから出品対策の強化を図る。

　・全共肥育牛斡旋会出品に伴う賞賜金
　・肥育牛斡旋会における購買支援金
　・系統雌牛群・繁殖雌牛群予備審査出品に伴う賞賜金
　・高等登録群予備審査、高等登録検査賞賜金

（再掲）

21212121
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農政部
（単位　千円）

畜産林務課

（3220）

“かのや”畜産
物付加価値向上
サポート事業

1,000 農畜産物の付加価値及び畜産農家の生産意欲向上を図るため、商品
の開発並びに加工までのノウハウの構築など、畜産ブランドの確立
に向けた取組みを支援する。

　①参加者選定・企画・合意形成
　②計画作成・検討
　③新商品の施策・協議検討
　④新商品の試作・開発
　⑤販路の開拓・ＰＲ活動

（再掲）

22222222

畜産林務課

（3220）

鳥獣被害総合対
策事業

6,817 ○農業経営の安定を図るため、鳥獣被害防止施設を整備する。また
ｲﾉｼｼ、ｻﾙ、ｶﾗｽ、ﾀﾇｷなどの鳥獣による農作物の被害を防止するため
有害鳥獣の捕獲を行う。さらに、捕獲を実施する猟友会への支援を
強化するなど、鳥獣被害に対して総合的な対策を実施する。

　①補助金（60千円×９猟友会　２千円×206会員）
　　鹿屋地区（４猟友会）　吾平地区（１猟友会）
　　輝北地区（２猟友会）　串良地区（２猟友会）
　②鹿屋市鳥獣害防止対策協議会への負担金　1,551千円
　　推進事業費及び電気柵設置事業
　③奨励金（買上金）：イノシシ4,400円／頭　カラス1,000円／羽
　　　　　　　　　　　タヌキ　3,700円／頭　サル15,000円／頭

（再掲）

23232323

畜産林務課

（3220）

緊急雇用創出事
業（鹿屋市森林
環境保全事業）

22,050 ○県の緊急雇用創出事業を活用し、森林の有効利用と林業の近代化
のための施策を総合的かつ計画的に推進するために、現地調査を含
め基礎となる資料を整理し、今後の事業展開の円滑化を図る。

　・森林施業計画に関する現況調査
　・林班台帳の整備等

（再掲）

24242424

農地整備課

（3230）

地籍調査推進室
移転経費

1,737 ○平成23年度組織見直しに伴い、地籍調査推進室を吾平総合支所に
移転する。

　・地籍調査事務補助員　　　　　　920千円
　・備品購入費（スチールラック外）616千円
　・地籍調査支援システムの増設外　201千円

25252525

農地整備課

（3230）

総合流域防災事
業

32,000 ○県管理の甫木川改修工事に伴う農道橋（上益田橋）の架け替え工
事において、拡幅部分（2.5ｍ→4.0ｍ）の事業費負担を行う。

　①総事業費：170,000千円
　②市負担額： 64,000千円
　③工事期間：平成23年度～24年度

26262626
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建設部
（単位　千円）

都市政策課

（3430）

都市公園等施設
整備事業

66,952 ○輝北ダム移転記念公園及び吾平中央公園の整備を実施する。

（事業内容）
【吾平中央公園整備工事】（新規）
　・事業期間　　平成23年度～24年度
　　　　　　　　面積　2,730㎡

【輝北ダム移転記念公園整備工事】
　・事業期間　　平成22年度～23年度
　・上平房地区　面積　6,370㎡
　・仮屋地区　　面積　5,850㎡

（再掲）

27272727

道路建設課

（3410）

幹線道路等整備
事業

93,767 ○社会資本整備総合交付金を活用し、幹線道路の改良、拡幅等を行
い交通の円滑化と事故防止に努めるとともに、市民生活の安全を図
る。
（事業内容）
【沢尻橋架替事業】（新規）
  ・事業期間　平成23年度～25年度（L=44m）
　・事業内容　旧橋撤去・仮設橋

【田崎寿線（４期）整備事業】（継続）
　・事業期間　平成18年度～24年度（L=110m）
　・事業内容　補償・工事　

（再掲）

28282828
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吾平総合支所
（単位　千円）

吾平産業振
興課

（5431）

ふるさと交流ふ
れあい事業

1,713 ○都市と農村の交流を通して、「美里吾平」ブランドの確立に資す
るほか、高齢者の生きがいづくりと所得向上を図るとともに、特産
品である「かぼちゃ」の作付面積の維持拡大を図り銘柄確立を目指
す。
　
　①観光農園（奨励作物：落花生　景観作物：菜の花）
　　　栽培助成　落花生：6,160㎡　菜の花：3,941㎡
　　　観光農園推進事業（パンフレット作成）
　②ふれあい農園
　　　管理組合連絡協議会事業補助　借地代、光熱水費助成等
　③（新規）ふるさと農産物育成事業
　　　簡易被覆施設導入補助　間口６m×22m×５棟

29292929

吾平産業振
興課

（5431）

野菜生産振興対
策事業

1,800 ○「肝属中部畑かん」における「新ごぼう」の産地化を図るため、
肝付吾平町農業協同組合の農業機械導入に対して助成を行う。

　①農業機械導入補助
　　・農業機械：トラクター、播種機、収穫機
　　・総事業費：3,000千円（市１/２以内）
　②実証展示ほ
　　・栽培作物：甘藷（紅はるか）、新ごぼう

（再掲）
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商工観光部
（単位　千円）

商工振興課

（3291）

緊急雇用創出事
業（起業家人材
育成事業）

28,350 ○緊急雇用創出事業を活用して、失業者が地元で起業したり、各企
業で事業を牽引したりするための人材育成を行う。

　①新規雇用：６名×12月
　②雇用期間：平成23年４月～平成24年３月
　③委託先　：ＮＰＯ法人等

（再掲）

31313131

商工振興課

（3291）

地域雇用創出促
進事業

8,180 ○地域雇用の安定を図るため、就業意識の醸成や就業促進に向けた
取組みを実施する。

　①就職準備セミナー業務委託
　　・就職希望の高校生を対象に就業準備セミナーを実施し、就業
　　　意欲の醸成を図る。
　②若年者等雇用奨励金
　　・若年者等の安定雇用を図るため、国のトライアル雇用事業に
　　　より雇用した者を引き続き９ヶ月以上雇用した事業主に対し
　　　鹿屋市若年者等雇用奨励金を交付する。
　　　30千円/月×９月（国と通算して12ヶ月）

（再掲）

32323232

企業支援課

（3070）

内発型産業育成
支援事業

10,000 ○内発型産業の構築の一環として、鹿屋市内発型産業育成補助金を
新たに制定し、地場企業等の食品加工施設などの立地を促進する。

　①用地補助
　　・取得価格等の20％以内（限度額　2,000千円）
　②建物・設備補助
　　・建物・設備投資額の30％以内（限度額　3,000千円）

（再掲）

33333333

企業支援課

（3070）

ＩＴ技術者養成
事業

9,037 ○本市に立地するＩＴ関連企業の人材育成を図るため、ビジネスパ
ーソンとして必要な基礎知識から、ＩＴ技術者として必要な知識・
技能までを段階的に習得できるＩＴ技術者養成研修を実施する。

　①ＩＴ技術者養成研修の実施
　　・ＩＴ技術者養成コース
　　・システム開発基礎コース
　　・Ｗｅｂプログラマ養成コース

（再掲）

34343434

観光振興課

（3240）

新幹線効果活用
対策事業

11,271 ○新幹線全線開業の効果を大隅半島に持続的に波及させ、地域の活
性化を図るため、福岡での観光ＰＲ等を実施する。

　①観光ＰＲ事業
　　・かのやよかとこフェアーin福岡
　　・博多駅、鹿児島中央駅看板広告設置
　②よかとこ体験事業（体験ツアー）
　③ＲＫＫ春のラジオ祭り
　④全国都市緑化フェアーＰＲ事業
　⑤（新規）観光案内板設置
　⑥（新規）春の味覚 鹿屋市 曽於市 ２市合同フェア

（再掲）
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商工観光部
（単位　千円）

観光振興課

（3240）

新幹線全線開業
対策事業

2,392 ○九州新幹線の全線開業を機に、リナシティ内の鹿児島中央駅直行
バス待合所を「観光案内所」とし、観光客等の受入体制を整備する
ことにより「大隅全域の誘客」を促進する。

　①雇用予定：２名（うち新規雇用２名）
　②事業内容：鹿屋市内及び大隅地域の観光情報の案内、大隅域内
　　　　　　　のグリーンツーリズム情報、自然体験型ツアー情報
　　　　　　　観光スポットの案内、交通アクセス情報など
　③委託先　：鹿屋市観光協会

（再掲）

36363636

観光振興課

（3240）

スポーツ合宿ま
ちづくりプロジ
ェクト推進事業

5,441 ○スポーツ交流による地域活性化を図るため、「スポーツ交流によ
る地域活性化計画」を策定する。

　①スポーツ交流による地域活性化計画作成業務委託
　②先進地におけるスポーツ施設受入れ体制の研修（再掲）

37373737
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教育委員会
（単位　千円）

学校教育課

（3630）

小学校スクール
バス業務委託事
業

19,306 ○学校統合により遠距離通学となる児童の通学手段としてスクール
バスを運行する。
※平成22年度までは鶴羽小学校のみの１路線であったが、平成23年
　度から輝北小学校３路線及び高隈小１路線の運行を開始する。
・鶴羽小学校
　　高牧町、有武町、小薄町からのスクールバスの運行業務委託
　　平成23年度対象人数５人
・輝北小学校（３路線）平成23年度からスクールバスの運行開始
　(新規)原別府・平房線：14人
　(新規)諏訪原・楢久保線：42人
　(新規)市成・名主段線：37人
・(新規)高隈小学校(旧柏木小校区)：１人

（再掲）

38383838

学校教育課

（3630）

中学校スクール
バス業務委託事
業

11,825 ○輝北地区の学校統合により遠距離通学となる生徒の通学手段とし
てスクールバスを運行する。

・輝北中学校（２路線）
　平成23年度からスクールバスの運行開始
　原別府・谷田線　　　15人
　和泉ヶ野・楢久保線　34人

（再掲）

39393939

市民スポー
ツ課

（3640）

元気なかのやグ
ラウンドゴルフ
大会

1,120 ○九州新幹線全線開業効果を鹿屋まで波及させるため、宿泊を伴う
「かのやグラウンド・ゴルフ大会」を秋のばらシーズンに併せて開
催し、大会とばらの魅力で域外からの誘客を図る。

　・市内に宿泊するチームのみが参加対象（県内及び九州一円）
　・市長賞（賞品等）を提供
　・賞品は参加賞を含め地元特産品
　・食事は、ホテル、旅館組合と連携し地元産品を使用した統一メ
　　ニュー
　・「かのやばら園」入場無料券の贈呈や物産展、参加者交流会の
　　実施

（再掲）

40404040

社会教育課

（3650）

かのや学校応援
団事業

1,298 ○学校・家庭・地域が共生・協働で子どもたちの豊かな「育ちと」
確かな「学び」を目指すとともに、その中核となる学校の教育活動
を支援する連携体制づくりを推進する。

・教育のさらなる充実：教員や大人が子どもと向き合う時間を拡充
・生涯学習社会の実現：自らの学習成果を子育てに生かす場を拡充
・地域の教育力の向上：学校を核とした地域の活性化
※平成23年度に鹿屋小、吾平小、輝北小、串良小校区をモデル校区
　に指定し推進する。

（再掲）

41414141

社会教育課

（3650）

日韓青少年友好
親善交流事業

749 ○国際性豊かな人づくりを推進するため、これまでの旧串良町と全
羅北道全州教育廳との交流で構築されたネットワークを活用して、
鹿屋市として新たな友好親善盟約の締結やこれからの交流のあり方
について協議・整理を行い、両市の発展に活かしていくための方策
を作成する。
　
　・全州市教育廳訪問と協議・調整
　・全州北一初等学校訪問
　・関係機関団体表敬訪問
　・交流事業時研修候補地事前踏査

（再掲）

42424242
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教育委員会
（単位　千円）

社会教育課

（3650）

図書館開館３０
周年記念事業

250 ○平成23年5月に開館30周年を迎えるに当たり、図書館が果たして
きた業績を検証するとともに、より一層市民に親しまれる図書館を
目指し、「鹿屋市立図書館とわたし」というテーマで原稿を募集す
るなど記念誌を発行する。

・図書館フォーラム（図書館流通センター負担）
・図書館開館30周年記念誌発行（鹿屋市負担、500冊）
・ブックリサイクル（市民に呼びかけ３日間程度実施）

（再掲）

43434343

文化課

（3603）

国営肝属中部農
業水利発掘調査
事業

4,409 ○国営肝属中部農業水利事業に伴い、平成22年度の試掘調査によっ
て古墳時代の遺構が出土した、白坂原遺跡（吾平町上名）埋蔵文化
財の発掘調査を実施する。

・本調査：白坂原遺跡（吾平町上名）Ｌ＝100ｍ　Ｗ＝2ｍ
・事業負担割合：国県83.33％　市　16.67％

（再掲）

44444444

輝北教育支
所教育課

（486-0505）

輝北コミュニテ
ィセンター図書
室移転経費

2,418 ○輝北地区の住民の利便性向上を図るため、輝北コミュニティセン
ター内の輝北教育課及び図書室を輝北総合支所に移転する。

・館長６月分賃金（10月～３月）社会教育指導員兼務
（再掲）

45454545
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議会
（単位　千円）

議会事務局

（3260）

低公害車導入事
業

785 ○環境への負荷の少ない自動車をリース導入し、管理の軽減及び二
酸化炭素の排出削減に努める。

　（低公害車のリース導入）
　　・リース期間　５年間
　　・車種　普通車ハイブリッド（１台）

46464646
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